


























































セオリー（dynamic systems theory；DST）も参考になる（杉村，2014，p.109）。Kunnen & van Geert（2012）
を参考にすると、ダイナミック・システムによるアプローチ（以下、DSA）の特徴として、反復性（iterativity）、
非線形性（non-linearity）、自己組織化（self-organization）、そして多水準の時間単位の相互作用が指摘
















年間に 4 時点の調査を行う。親に対する感謝の変化過程をとらえる上で 3 時点以上の回答を分析すること
が有効であり、回答者の負担も考慮して 4 時点の調査を設定する。 1 年間にわたって調査を継続すること
を踏まえて、調査協力者との丁寧なやり取りや配慮が可能となるように、筆者の授業を履修している女子
大学生に調査の協力を依頼する。特に就職活動などが本格化し、大学卒業後の親からの自立への意識が高
まると考えられる大学 3 年生、 4 年生へ調査を実施する。池田（2006，2018）では女性と男性へ調査を
実施しているが、女性は男性に比べて感謝を感じることや表明することに葛藤や抵抗が少ないことが指摘











討によって明らかにすることである。母親に対する感謝と父親に対する感謝の両方について、 1 年間に 4
時点の調査を実施し、以下の 3 点について研究を進める。









　 1 年間に4時点の質問紙調査を2012年度から2015年度までの複数年度で実施した。第 1 回は 4 月末か
ら 5 月上旬、第 2 回は 7 月末から 8 月上旬、第 3 回は10月末から11月上旬、第 4 回（最終回）は 1 月末に、












「自分が苦労しているのは親のせいだと感じる気持ち」という 5 種類の気持ちについて各 4 項目から構成
される20項目（池田，2014）に、母親と父親それぞれについて尋ねた。“普段、あなたと母親（あるい
は父親）との関係で、以下の文章の内容が、どの程度あてはまりますか。”という教示のもと、「全くあて
はまらない」（ 1 点）、「あまりあてはまらない」（ 2 点）、「どちらともいえない」（ 3 点）、「ややあてはまる」
（ 4 点）、「非常にあてはまる」（ 5 点）の 5 件法で回答を求めた。父親に関する質問に続けて、母親に関す
る質問をおこなった。










　母親に対する感謝の心理状態に関する 5 種類の得点について、 4 回の調査における各時点のα係数は
α＝.88 to .95であり、十分な信頼性係数が得られた。
　 4 時点すべての母親に感謝しているときに感じる 4 種類の気持ちと自分が苦労しているのは母親のせい
だと感じる気持ちを一括して投入変数とし、K-means法によるクラスター分析をおこなった。その結果、



























援助してくれることへのうれしさ 4.40 1.99 3.17 3.00 3.54
（0.59） （0.71） （0.77） （1.15） （1.12）
生み育ててくれたことへのありがたさ 4.81 2.80 3.69 4.18 4.15
（0.32） （0.81） （0.70） （0.76） （0.90）
今の生活をしていられるのは母親のおかげだと感じる気持ち 4.71 2.66 4.02 4.26 4.20 
（0.40） （0.88） （0.52） （0.68） （0.83）
負担をかけたことへのすまなさ 4.45 2.57 3.84 1.94 3.69
（0.59） （0.86） （0.60） （0.71） （1.12）
自分が苦労しているのは母親のせいだと感じる気持ち 1.56 3.39 2.47 1.30 2.00 
（0.68） （1.02） （0.85） （0.41） （1.00）






　 4 時点の調査に 3 回以上回答した90名のうち、母親との関係に未回答あるいは欠測値のあった 2 名を
除いた計88名の回答を検討した。母親に対する感謝の心理状態の推移は、「変化なし」（52名，59.1%）、「一









　父親に対する感謝の心理状態に関する 5 種類の得点について、 4 回の調査における各時点のα係数は
α＝.85 to .94であり、十分な信頼性係数が得られた。
　 4 時点すべての父親に感謝しているときに感じる 4 種類の気持ちと自分が苦労しているのは父親のせい
だと感じる気持ちを一括して投入変数とし、K-means法によるクラスター分析をおこなった。その結果、













　 4 時点で 3 回以上回答した90名のうち、父親との関係に未回答あるいは欠測値を有する 5 名を除いた
計85名について、父親に対する感謝の心理状態の推移を検討した。父親に対する感謝の心理状態の推移は、
母親に対する感謝と同様に、「変化なし」（38名，44.7%）、「一方向的変化」（26名，30.6%）、「双方向的変化」
（15名，17.6%）、「混在的変化」（ 6 名，7.1%）の 4 種類にまとめられた（Figure 2、Table 4）。
第1 第回 2 第回 3 第回 4回
4-素直 4-素直 4-素直 4-素直
)8(61)7(01)9(3121
1-複合 1-複合 1-複合 1-複合
)72(33)62(33)13(9314
3-葛藤 3-葛藤 3-葛藤 3-葛藤
)91(62)51(82)61(1262








































1- 複合→ 3- 葛藤（7）
3- 葛藤→ 2- 被害（4）
1- 複合→ 4- 素直（1）
3- 葛藤→ 4- 素直（1）
3- 葛藤→ 1- 複合（3）





1- 複合→ 3- 葛藤→ 1- 複合（3）
4- 素直→ 2- 被害→ 4- 素直（2）
4- 素直→1- 複合→ 4- 素直（1）
3- 葛藤→4- 素直→ 3- 葛藤（1）
2- 被害→3- 葛藤→ 2- 被害（1）
3- 葛藤→1- 複合→3- 葛藤（3）
4- 素直←→ 1- 複合（2）
3- 葛藤←→ 4- 素直（1）





1- 複合・2- 被害・ 3- 葛藤（2）





































































クラスター名 葛藤 被害 素直 複合





第1 第回 2 第回 3 第回 4回
3-素直 3-素直 3-素直 3-素直
)9(61)01(41)11(9112
4-複合 4-複合 4-複合 4-複合
)81(62)81(62)61(4232
1-葛藤 1-葛藤 1-葛藤 1-葛藤
)31(42)11(12)21(0242




































られなかった（χ2（4,  N＝83）＝5.32,  p=.26）3。
Table 5　母親に対する感謝の心理状態の推移と父親に対する感謝の心理状態の推移との関係
父親　 変化なし 一方向的変化 双方向的変化 混在的変化 合計
母親 変化なし 24 （49.0） 13 （26.5）  9 （18.4） 3 （ 6.1） 49 （100.0）
一方向的変化  8 （47.1）  4 （23.5）  3 （17.6） 2 （11.8） 17 （100.0）
双方向的変化  3 （21.4）  9 （64.3）  1 （ 7.1） 1 （ 7.1） 14 （100.0）
混在的変化  1 （33.3）  0 （ 0.0）  2 （66.7） 0 （ 0.0）  3 （100.0）
合計 36 （43.4） 26 （31.3） 15 （18.1） 6 （ 7.2） 83 （100.0）





「1-困難時の支え」（ 7 名）、「2-経済的支援」（ 6 名）、「3-親による配慮」（ 4 名）、「4-親との思い出」（ 2 名）、
「5-親による尊重」（ 2 名）、「6-親子間の関係調整」（ 1 名）、「7-家事の手伝い」（ 1 名）という 7 種類のカ
テゴリーが含まれている。「Ⅱ人生の節目」は20名の回答が得られ、「8-受験」（ 2 名）、「9-進学」（ 5 名）、「10-
Table 4　父親に対する感謝の心理状態の推移（n＝85）













1- 葛藤→ 2- 被害（5）
1- 葛藤→ 4- 複合（4）
3- 素直→ 4- 複合（4）
3- 素直→ 1- 葛藤（3）
2- 被害→ 1- 葛藤（2）
4- 複合→ 1- 葛藤（4）
4- 複合→ 3- 素直（2）





4- 複合→ 1- 葛藤→ 4- 複合（3）
3- 素直→ 4- 複合→ 3- 素直（3）
1- 葛藤→ 3- 素直→ 1- 葛藤（3）
2- 被害→ 3- 素直→ 2- 被害（1）
1- 葛藤→ 2- 被害→ 1- 葛藤（1）
1- 葛藤→ 4- 複合→ 1- 葛藤（2）
3- 素直→ 1- 葛藤→ 3- 素直（1）





1- 葛藤・3- 素直・4- 複合（5）






成人」（ 2 名）、「11-就職活動」（ 1 名）、「12-自分の病気や事故」（ 5 名）、「13-親の病気や転職」（ 3 名）、「14-
両親の離婚」（ 2 名）という 7 種類のカテゴリーが含まれている。「Ⅲ社会とのつながり」は 5 名の回答が




第 3 回は81名中20名（24.7%）、第 4 回は88名中25名（28.4%）の回答が得られた。回答された内容は、
第 1 回で尋ねた今までの親に対する感謝が変化した体験とおおよそ同様であった。親に対する感謝の心理













































































に 1 年間で変動している場合があることも示唆された。本研究における今後の課題と展望を以下の 3 点に
まとめる。第 1 に、調査回答者の拡充である。本研究で回答を分析した女子大学生に加えて、男性や学生
以外を含めた幅広い年齢層で青年期をとおした調査を実施する必要がある。第 2 に、DSAで注目される多
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